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15:40 朝日小屋 

[4 日目：白馬岳：小雨のち暴風雨：8/8] 

7:00 出発 

11:50 雪倉岳避難小屋…※4 

15:00 白馬岳… 

15:30 頂上宿舎 

[5 日目：清水尾根：晴れのち小雨：8/7.5] 

7:00 出発 

9:45 お花畑 

10:50 避難小屋 

12:20 百貫山手前 

15:10 祖母谷温泉…※5 

[6 日目：水平歩道：晴れのち雨：5.5/5] 

6:00 出発 

7:40 858mpo 

8:45 蜆谷 

9:50 志合谷 

10:30 折尾谷…※6 

11:30 阿曽原温泉…※7 

[7 日目：雲切新道：晴れのちガス：9/9] 

5:50 出発 

7:00 仙人ダム出口 

9:40 1350mpo 

11:20 仙人小屋 

12:50 雪渓渡渉三回目 

14:20 仙人池ヒュッテ 

15:00 池の平小屋 

[8 日目：雪渓：快晴：6/7] 

5:20 出発 

7:10 二叉 

9:00 真砂沢ロッジ…※8 

11:30 剣沢野営場 

[9 日目：合流：晴れのち曇り：7/8.5] 

5:20 出発 

8:15 雄山神社 

10:50 獅子岳 

12:30 五色ヶ原…※9 

[10 日目：乗越：雨：5.5/6] 

5:25 出発 

8:55 スゴノ頭…※10 

10:45 スゴノ越小屋 

[11 日目：薬師越え：晴れのち雨：5/6] 

6:00 出発 

9:40 本峰 

11:00 薬師峠 

[12 日目：黒部五郎：晴れ：6.5/6.5] 

5:40 出発 

10:45 黒部五郎岳…※11 

12:15 黒部五郎小屋 

[13 日目：西鎌：快晴：7/10.5] 

3:50 出発 

7:00 双六小屋 

10:50 槍ヶ岳山荘…※12 

[14 日目：大キレット：晴れのちガス：

6.5/9] 

4:40 出発 

6:10 南岳小屋 

7:40 2800mp(急登直下) 

8:50~10:00 北穂高岳北峰…※13 

10:55 涸沢岳直下 

11:20 穂高岳山荘  

[15 日目：ジャンダルム：快晴：9.5/11] 

4:20 出発 

4:30~5:20 奥穂高岳…※14 

6:10~6:30 ジャンダルム先 

7:30~8:00 天狗の頭 

9:20~9:40 間山先小ピーク 

10:00~10:10 西穂高岳…※15 

11:45~12:00 西穂高岳山荘 

13:40 上高地＝下山 

ルート状況-特記事項 

※1 栂海新道水場情報(2015.9.上旬) 
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1 日目：登山道から一般的に給水できるの

はシキ割のみ。最初の林道～シキ割間で

沢音が聞こえるポイントは 2,3 あった。

シキ割は支流で、本流にはシキ割以外に

もいくつも流れ込んでいる感じで水量豊

富。 

2 日目：白鳥小屋より 30 分下った先に「北

又の水(白鳥小屋水場)」の入り口があるこ

とのみ確認。黄連の水(栂海山荘の水場)は

往復 10 分以内、水量豊富。 

3 日目：黒岩平の水場。渡渉(といって 2,3

歩)ポイントが 5 か所以上あって取り放題。

日本海からだと黒岩山より 30 分弱で最

初の給水ポイント。水量豊富。 

 以降はテン場で 2L 汲んで 1 日分の行

動水とした。なお、槍ヶ岳山荘は

¥100/500ml 穂高岳山荘は無料。 

※2 栂海新道小屋情報 

白鳥小屋と栂海山荘が開放小屋として利

用できる。御礼金¥2000/1 日となってい

るが…、有難く使わせていただきました。

清潔で広く気持ちがよい。白鳥小屋の”幸

せのノート”にはこれで二回目の書き込

み？ 

※3 ソロは出発が遅い(？) 

朝ラー、撤収、パッキングなど普段以上に

時間がかかるのはしょうがないとして、

まず起きられない(反省)。秋山の 1 人の朝

は大変寒く、シュラフからでるのに 1 苦

労 2 苦労する(反省)。 

※4 雪倉避難小屋の利用について 

去年の週末山行で計画的に使って、怒ら

れた経緯があります。栂海新道の小屋の

方針の延長上で捉えないように。ご主人

さかいさんに、朝日のご主人ゆかりさん

より無線を入れてもらっていたので、ご

挨拶したところコーヒーをご馳走になり

ました。“正念”が大事だという言葉にジ

ンときました。良好な関係を築きましょ

う。 

※5 清水尾根下部 

セクションで下部トラバース道、ポイン

トで下り２つ目の滝の渡渉開始点への降

口が非常に悪い。細く、根だらけ倒木だら

け、頭上に樹木だらけで、急登で、長い。

一般道の尾根とはジャンとか岩稜系とは

また違った”たちの悪さ”を感じた。精神

的に相当やられる。計画に入れる際は前

後にゆとりを！ 

…といってもご褒美の温泉は格別。シャ

ンプーもできてしまう。ご主人に洗濯ま

でさせてもらえた。まさに飴と鞭。なお避

難小屋は常時開放、水場もすぐ。 

※6 下ノ廊下水平歩道 

“お兄さんならテントはれちゃうよ～” 

なんてガッシャーはすれ違いと頭上核心

だな、とびびっていたが 858mpo 入口の

人たちの言う通り本当に“そんなもん”で

あった。志合谷あたりから写真でみる岩

溝のような道(遠目からみて)になるのだ

が、道は広くトンネル以外はモンスター

マックスなガッシャーを特別気付かうポ

イントすらない。核心と言われる折尾谷

先の”大太鼓”なんて「絶好の撮影ポイン

ト(奥鐘と歩道の)」と化していた…それも

これも「いき渡った整備」のお陰なのだが。

劔カニのヨコバイのような”整備されつ

くしたがゆえの”感を感じた。前情報通り

核心はまったく旧日電歩道であり、旧日

電～水平歩道とつなげる場合はこのルー

ト難度の差を意識しておくとモチベーシ

ョンの維持に役立つ(？)かもしれない。 
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なお、計画書にいくかもしれないと書い 

た S 字挟までのピストンは、気分が温泉

だったので決行せず。話しによると吊り

橋(ようは S 字挟が見れる目標地点)まで

はいけるとのこと。その先は不明(小屋の

人に聞き忘れてしまいました)ですが、黒

部ダムから来た人には出会わなかった(9

月中旬)ので、計画書を事前に書く都合上

やっぱり下旬～初冠雪までが現実的でし

ょうか。4 年の秋に黒部ダム→丸東→黒部

別山大タテガビン沢右俣→旧日電…うま

くつなげられないかな…むりかな…かな

り面白そうだけど。 

※7 阿曽原温泉 

時間交代制の湯舟(とケロヨン)だけの the  

秘境の湯。近年高熱隧道の温度が下がっ

ているようで、お湯はぬるめ。往復 10 分 

くらい。 

※8 ロッジ近辺の雪渓状況(2015.9.中旬) 

二股サイド登山道～ロッジ間の雪渓渡渉

ポイントが崩壊していた。佐伯さんが真

砂沢渡渉用の丸太橋を作って下さってい

たので、あのハシゴ～ロッジ間の“増水時

のみ”の看板道経由でロッジに辿り着く。 

ロッジ～野営場間は、ナムの滝が大きく

なって周辺が薄くなっており、いつもよ

り早めに大地に上がる以外は、夏合宿で

歩いた通りの道で辿り着けた。ナムを詰

めすぎて最近(9月上旬？)人が落ちたそう。

とはいえ、長次郎との出合いは露骨に沢

音が聞こえるポイントができていて気を

つかった。 

※9 小屋で荷物を預かってもらう場合 

・荷揚げという概念は一般的でない 

・白ガスは基本だめ 

ということを有人の場所に預かってもら

う場合には気を付けましょう。今回は特

別、小屋の外におくという対応で許可し

てもらってましたが、直接会えたので実

質預かりはなし。6 日分の消耗品を受け取

る。かよ、ありがとー！針ノ木谷は¥3000

分？/山行の価値がある？ほぼ沢登りで

“今は悪くなって…？”偵察兼ねて行き

たいものです。今回は雨降りなので行か

ずでした。 

※10 薬師の行程を 12 時間行動にする場

合 

ここは名に聞く“乗越”の連続。下りも悪

い。薬師自体は本峰～北峰間が 1.5h 弱か

かるかな、ともかく「距離のわりに時間が

かかる」のがこの区間だと思います。しも

んたちつなげてたけど、実働 11 の夏縦走

なら切ることをお勧めします。 

※11 太郎山～黒部五郎岳区間について 

謎にエアリア 2014 では”通行禁止”とな

ってるが、ルートは全く問題ないです。 

※12 槍のテン場(シルバーウィーク) 

11 時前に着いたにもかかわらず？”あと

３張ね～”とのことでした。前日に薬師峠

～双六まで延ばすべきであった。少なく

とも「コンディションにより～まで延ば

すことがある」といった書き方で「計画に

柔軟性」を持たせるべきだった。反省。な

お、穂高岳山荘のテン場は山荘前の広場、

ヘリポートも開放するためシルバーでも

収容しきっていた、すごい。 

※13 大キレット 

タイム的には、小屋～急登直下:1.5H、～

北峰:1H、計 2.5H としか書けないのだが、

ルートと他のキレットと比べた印象を書

いておく。(槍→穂) 

・小屋～長谷川ピーク：下り下部でクライ
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ムダウンを連発する。ホールドは大きく

しっかり。浮石も少なめ。ただ、壁が立ち

気味なのが怖さを感じさせる。 

・hp～急登直下：ホールドが小さいがゆ

えにいやらしいトラバースを 2-3 回。 

・飛騨泣き：浮石が格段に多くなり終始落

石に気をつかう。自分の足元は勿論、なに

せ人が多いので先行、対向者からも目が

離せない。僕の前後で 3 回落石。１つは

足をかすめた。ここの下りは相当気を使

う。穂高の一般道全般に言えるが、マーク

の間隔が狭く、ガスでもルーファイには

そこまで気を揉む必要はないと思う。 

大：セクションクライミング総合？(両方)

＞ 

不帰：ポイント垂壁(技術核心)≒ 

八峰：セクション岩場歩き(体力核心) 

勝手なランク付けだが、他２つのキレッ

トよりは”難所らしさ”を感じた。1 年生

の内に是非歩いておきたい好ルートだと

思う。 

※14 北穂南峰～涸沢岳、奥穂の道 

飛騨泣きがあったので、奥穂もあんな感

じか…？と気を揉んでいたら、下部はも

のすごく整備されてるし、上部は広く緩

く非常に歩きやすかった。話しには聞い

ていたが北穂南峰～涸沢岳区間の方が、

クライムダウンや細目の岩場トラバース

するポイントが多くて、“意外と気を使う”

印象でした。 

※15 ジャンダルム(奥穂→西穂) 

(1),2 年で歩いておきたい非常に良いルー

トだと思ったので詳細を書いておきます。 

・馬の背：奥穂より歩いて 5 分にしてポ

イントで最大の核心だと思う。剱稜会の

4p 目?トラバース並みのホールドの細か

さを、ノーザイルでしかも下るイメージ

…。ここのホールドはしっかりしてるし、

落ち着いて探せばちゃんと見つかる系だ

けど、間隔遠目だし、何より“細かい”の

が悪さたらしめてる。高度感と相まって

大方の 1年生は詰まる(馬乗りになる!?)…

気がする。30over ではもう行きたくない。 

・ロバの耳：ここの登りに入る前に馬の背

先よりクライムダウンする必要があって、

これが長く、浮石多く、立っていて悪い。 

 登り自体は、ポイントでフリーソロや

らされる(？)。ただ、”本当に”必要な箇所

には鎖がある。(ジャン全体で言える) 

・ジャンダルム：西穂側より比較的やさし

く登れそう(行ってない)。信州側で巻くが、

ピークとの分岐手前で上下２つに道がつ

いている。上部の方が壁側にガッシャー

をぶつける心配もなく快適そう。分岐先

で広々と平らになっており 1 本とれる。

ジャン飛騨、コブともにばっちり観察で

きる。ここまでで 1H。 

・～天狗のコル：はじめは尾根上の巨石を

渡って、暫くすると信州側に道が現れる。

辿ると飛騨側に向かってガレルンゼを下

って、そのまま飛騨側で小ピークを巻い

て、しばらく下るとコルに至る。下部はな

かなかに浮石。 

・～西穂：ここから先の登り(天狗岳、間

山、小ピーク)は、わりとセクションで“え

いやっ”と体を持ちあげる系。ホールド、

足元の浮石に引き続き注意。天狗頭まで

1H。 

(ジャン～天狗コルまでで 30 分強かな) 

噂の逆層スラブは、天狗岳～間天のコル

で大きいの１つ、あと小さいの２つがそ

の先のどっかででてきた。鎖がバッチリ
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か区間短くてで、鎖が濡れていない限り

は全く心配無用。天狗頭～西穂まで

1H40m ほど。 

今後ジャンは岳沢小屋への下降路として

お世話になるのかな。大キレットも色々

書いたが、ジャン＞大キレットここの差

も大きい印象です。 

※MSR 

８日目、池ノ平出発の朝、ポンプ部が硬く

なりポンピングが十分行えなくなった。

粘ればお湯を沸かすことはできるが時間

がかかるし心もとなさすぎる。確かに５

日目くらいから火力がいまいちであった。

今回は松橋との合流があり、事情を話し

交換し事なきを得たが、本山行最大のヒ

ヤリハットだ。 

・ポンプ分解の知識が不足していた 

・ポンプの予備をいれてなかった 

ことが反省で、装備の特性の把握、関連し

て想定する力を鍛えることに努める。 

※重量-体積問題 

完全主観(夏合宿での 45kg の体感ベース) 

だが初日で水を担いでない段階で 45over

に感じた。最大水 4kg(といっても 3p)担

いだのでソロだと最大 50kg 近くなるの

だろうか…(15+5)。消耗品 14 日分、テン

ト 2-3 人用、アイゼン、ピッケル、ハード

カバー４冊らへんを考慮してだが…。平

均して 45kg 前後で歩き通すことを目安

に想定しておけば十分だと思う。 

 軽量化の余地は、余計なものはおいて 

・食料のα米化 

・レーションの砂漠化 

(フライ系の。しっとりしてないやつ。) 

・衣料の厳選 

(・テント) 

((・雪渓装備)) 

()は北アなら持っておきたいところ。(( ))

はルート次第。食べ物の乾燥化でかなり

軽量化できると思う。 

・衣料の厳選は大事だと思いました。今回

は余分な服が 3~5 枚あった。シビアに軽

量化を考える山行で活かしていこうと思

う。 

 体積であるが、本来の量より少ないに

も関わらずモンスターゾーンぎりぎりに

なったのは、想定の不足、及び事前の確認

をしなかった自分の甘さに他ならない。 

※ストックへの見直し 

今回長期で歩荷ということと、冬のラッ 

セルのサポート装備への期待もあって、

「ストック」を持参した。これが本当にあ

ってよかったと思っている。 

・立ち止まりガッシャーに突き刺す形で

支えれば、ザックを下ろさなくても、腰肩

背筋への負担を０にできる(体感)。 

・下りで重心を下げる動きをサポートで

きるので、膝への負担を相当減らせる。 

・めっちゃ推進力 

自分の足だけで歩くから、体幹とか足置

きとか重心移動の感覚が効率よく身に着

く。ストックはそれが不十分な人用のい

わば“初心者用の道具”というマイナスな

イメージが先行してなのだが、「長期」「歩

荷」なんかが関わる山行では、ともかく

「体への負担を減らす装備」として大活

躍してくれること間違いなしだ。勿論ル

ート(×岩稜)対応の考慮点はあるが、積極

的な利用へとこの装備を見る目線を変え

ていいと思う。(特に爆弾を抱える１年生

諸君！)自分は山行中は腰、膝がけっこう

やられていたので、「体のケア(気遣い)」
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の意識とその具体的方法の取得の大切さ

を本山行では実感した。 

※単独行での消耗品について 

・白ガス：無積雪期は 100ml/1/1dayだが、

空焚きを考えるとこれでは足りない。今

回、空焚きしそうで残量に気を使いすぎ

たくなかったので急遽多め(+600ml)に持

っていったので事なきを得たが、ソロで

はガス計算を多めに見積もっておくべき

だろう。8/15day 雨に降られ、わりと“行

程の半分”分は空焚きしたので、そこらへ

んが目安となろうか。 

・レーション：関係あるかわからないが、

いかんせん一人だと一本中ひたすら食っ

ている(口寂しい？)ので、普段の 1.5 倍消

費した(いつもカロリー通りやって余るの

で丁度よかったのだが)。普段よりは多め

にあった方がよいのかもしれない。 

※ 電波感帯(au) 

白馬山荘別棟の宿泊所入口近辺、欅平、剣

沢野営場、立山、スゴ乗越小屋、槍ヶ岳山

荘、穂高岳山荘 (確認したところ) 

反省-感想 

すでに反省は書いたので感想の方を。 

なにより１人な分？“大自然に抱かれて 

いる感”が味わえたのは良かった。音楽聞

きながらぼーっと夕日見たりとか。他に

は好きなペースで歩けるからそこに関し

ては体力精神的にストレスないし、テン

場で好き勝手(コーヒー読書三昧)できる

し。よいものはよい。…がそれは下界でも

できる！！ 

 たぶん自分は、大自然の中の”人の要素” 

ってやつが好きで、管状の共有とか、タク

ティクスとかシステムとか、プロテクシ

ョンとか…自分の仲間が写ってるから撮

影意欲もでるかな?RICOH は置いてきて

しまった。 

 けれど「１人で大きいことやる」っての

はそれなりの価値があるような気がする。

正直終わった直後は”うおっしゃー”より”

ふうー”って感想だが、今はじわじわとく

るものがある。すっきりした。ここから始

まるのかな。始められるかな。少し前向き

になれたし、展望が開けた、そんな気分で

す。 

◎10 月 

前穂高岳北尾根～明神岳主稜 

L 内田(会 3)山下(会 2)松橋(会 2) 

2015.10.10~12 

 

Day1 

5:50 上高地 BT 

6:30 明神 

7:30 中畠新道入口 

10:00 奥又白池 

12:15 5.6 のコル 

 

Day2 

雨、雪のため沈殿 

 

Day3 

5:00 起床 

7:00 5.6 のコル発 

8:00 涸沢 

9:15 横尾 

11:00 上高地 

 

始発のバスで上高地に向かう。3 連休であ

ってさすがに人は多く、駐車場は早朝に

かかわらずかなり埋まっていた。上高地

に降り立つとまず 3 人は寒いと口をそろ
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えた。中畠新道までは慣れた道。だらだら

3 人で歩く。中畠新道で少し登り、体はこ

れまでの行程で温まり、陽も出てきて気

温も上がったせいか、いつの間にか汗が

流れていた。パノラマ新道分岐で一本。止

まると体は冷えるが山の中腹部では紅葉

がまだ美しくなんだか清々しい。水場は

枯渇寸前。そこからは奥又方面に。登山道

はとにかく勾配もきつく時には木をつか

みながら登る。会 2 の 2 人は息が上がっ

ている。あまり気に留めず進める(笑)奥又

は人は誰もいなく快適。この時期になっ

ても虫がそこらに飛んでいた。水場は

30m くらい下ったところにちょろちょろ

と出ていた。3 連休でも出ているのが分か

ったのは有益な情報かと。そこから 5.6 の

コルへ。サマテンの時期に生い茂ってい

た草たちは枯れていたため道は明瞭。と

ても歩きやすい。トラバースを 500m く

らいしてからガレ沢に下り、ガレ沢を登

ると 5.6 のコル。このガレ沢は 250mUP

くらいで案外悪い。ガレ沢を詰めたとこ

ろに一か所悪いトラバースがあるので注

意。5.6 のコルは 3~4 人テント 1 張りと

2~3 人テントが 2 張りが限界。快適に過

ごせそうな場所は 1 張り分。早く行くべ

し。２日めは予報通り朝から雨。雨も雪に

変わり、夕方にはうっすら積もっていた。

沈殿はとにかく暇。クイズ大会は意外に

盛り上がった。朝起きると、外は一面真っ

白。昨晩のガスも夜中の強風で抜け、真っ

青の空と穂高の白がいいコントラストを

生んでいた。朝６時ごろには陽も出て暖

かくなると思ったが、風が強い。本当冬に

似た雰囲気だ。撤収は迅速に。できること

はテント内で済ませ、テントをさっさと

撤収。 

涸沢経由でエスケープ。秋の涸沢は 5.6 の

コルのような厳しさはなく、登山者でに

ぎわっていた。横尾まで 70 分、横尾から

上高地までは１時間半と上級生ペースで

下山。総括としてはこの時期の穂高は恐

ろしい。判断は慎重に。 

 

剱岳早月尾根 

日程：2015/10/24~25 

メンバー：会 4）片野 小林 会 3）加藤

(穂) 会 2）L 大槻 長谷川 

行程：10/24 松本=馬場島～早月小屋 

   10/25 早月小屋⇔剱岳～馬場島 

記録： 

10/23 

伊那組(加藤除く 4 人)は松本に前泊 

10/24 

3:30 松本発 7:20 馬場島出発 9:45 1600m

付近 12:10 早月小屋 

 白馬のコンビニで長野組加藤と合流し

馬場島へ。馬場島からのんびりと登って

行く。松尾平、1350m 付近、1600m 付近

等に冬のテン場を見定めた。早々と早月

小屋に着いたため遊んだりおやつを食べ

ているとガスがかかったのでテントに入

った。予報通り 18:00 頃から雨が降って

きた。 

10/25 

3:00 起床 4:00 出発 5:00 2600m7:10 剱岳

9:05 2600m10:00 早月小屋 13:45 馬場島 

 前日夜に降り出した雨は夜中には雪に

変わり、起きるころにはテントの外は5㎝

程度の積雪だった。アタック装備で出発

し、2600m 地点でアイゼン、ガチャ類を

装着。その先獅子頭周辺の鎖場では鎖
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FIX で通過した。山頂まで夏道沿いに進

むことができた。山頂付近からは、真っ白

になった剱沢、立山、白馬が見えた。下り

は山頂直下や獅子頭周辺で前爪クライム

ダウンを強いられたが、特に問題なく通

過した。日が昇ってからも雪はしぶとく、

早月小屋からだいぶ下っても残っており、

滑るメンバーもいた。下山後馬場島で富

山県警の山岳救助隊の方に声をかけられ

た。何か手に書類を持っていたしこちら

が信大ということも分かっていたような

ので計画書はばっちり把握されているら

しい。山頂まで行ったかどうかや登山道

の様子を聞かれたので、県警の人もルー

ト状況等を知りたがっているのだろうか

などと想像した。山頂を踏んできたのは

我々だけのようで、微妙な時期に山頂を

踏めてラッキーだった。 

 

奥穂高岳南稜 

2015/10/11-12 

メンバー 

：L 渡部(会２) 菊田(会３) 植野(会２) 

コース＝タイム 

11 日岳沢入り  

16:25上高地発(渡部,植野)～18:10岳沢小

屋 

18:10 上高地 (菊田 )～19:40 岳沢小屋

(=B.C.) 

12 日 

5:25B.C.出発 

～5:40 左支稜末端…※1 

～6:35 中央ルンゼ(小滝先)(懸垂 20m)…

※2 

～7:00 三段の小滝先一本 

～7:30-8:10 右支稜 2p(20m/15m)…※3 

～9:00-9:35トリコニ－Ⅰ峰基部(ch:30m)

～9:35-10:20 一峰トラバース(25m)…※4 

～10:20-11:40Ⅱ峰トラバース-小ギャッ

プ-2,3 のナイフリッジ-ギャップ(懸垂

5m) 

～12:00 南稜の頭 

～13:25 紀美子平 

～14:45-15:20B.C. 

～16:55 上高地 BT 

特記事項 

※1 南稜取付き 

2015.10 中旬の段階では、雪渓はシュルン

ドというよりは、それ自体がスノーブリ

ッジになっていました。出合いは左支稜

まで岩場伝いに歩ける程、融雪が進んで

いました 

※2 左支稜~中央ルンゼ 

藪を一通り漕ぎ終わった後、少しルーフ

ァイをすると中央ルンゼの小滝先に降り

る下降点が見つかりました。(アンカー：

木 

※3 2p 登攀 

1 ピッチ目の開始点にはボルトが１つ打

ってありました。アンカーは木、ピナクル

でとりました。 

※4 Ⅰ峰 

直登すると、南稜で一番難しそうに思わ

れます。トップアウトした先はすぐに傾

斜が緩くなっています。ボルトは…忘れ

てしまいました、すみません。トラバース

後、リッジ上をへつり、ピナクルでアンカ

ーをとりました。 

感想 

・秋の北アルプス 

10/10 土曜の降雪により、2600m 付近か

ら岩の割れ目が凍り付き、新雪が見られ
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始めました。上部の岩稜、急なクライムダ

ウン箇所ではより慎重な足置きが求めら

れた。稜上付近での積雪は 5cm 強くらい

でしょうか。この日の天候は風強く、ガス

と、決してよいものではありませんでし

た。さらに降雪があったら吹雪となり、タ

イミングによっては安全な登山ができた

確証はありませんでした。秋の北アルプ

スは、わかっていたことではありますが、

非常にグレーゾーンでした。 

・時間管理 

登山体系上では、取付き～南稜の頭が

3~4hとなっていましたが、僕らは 6h20m

かかってしまいました。①左支稜の藪漕

ぎ、懸垂②登攀全般(ルーファイ、登り、

回収)の２つが、主要因と思われます。②

に意識的になることで、次回に生かした

いと思います。 

 

 

※2015 年 10 月の山行は上記以外にもあ

りますが、2015 年度下半期報告書に掲載

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪事故報告書≫ 

爺ヶ岳～鹿島槍山行事故報告書 

                            

松橋華世 

 

【概要】  

 ６月 7 日午前⒑時頃、種池山荘から登山

道へ下る途中、先頭を歩いていた松橋が斜

下降からクライムダウンへと体勢を変えよ

うとした際に転倒、初期停止に失敗しその

まま３０メートルほど滑落した。自力での

停止はできなかったが登山道整備のために

冷池山荘、種池山荘の方々が張っていた 

Fix ロープに引っ掛かり停止。滑落の際に

ピッケルが頭に当たり２針縫うけがを負う。  

  

【事故後の行動】  

 事故後滑落地点の上部（図 1-A 地点）にい

た河村、小笠原、小山は小屋の方たちの指示

で待機。雪面が固まっており他のメンバー

も滑落する危険性があると判断され、一人

ずつロワーダウンで雪を削ってあった登山

道の位置までおろしてもらう。その後松橋

のけがの状態から自力下山可能と判断し、

小屋の方々の登山道整備に付き添わせてい

ただく形で下山を開始。具体的には小屋の

方々が先に雪渓に入り Fix ロープを張り、

登山道の位置の雪を削り次の雪のない個所

まで道を作ってもらい、その道を Fix 通過
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させていただくという形をとった。ガチャ

を持っていなかったため小屋の方に借りた

１２０スリングを腰にまきハーネス代わり

とした。16：00 に下山。 

その後石畳まで何度か Fix を張ってもら

い途中県警に電話していただき遭難となっ

た。石畳で県警の方と合流、一緒に下山して

もらった。下山後松橋は救急車で搬送され

る予定であったが、県警の方の判断で中止。

自力で病院に行くこととなった。  

  

【状況】  

 事故現場付近はまだ雪が固くクライムダ

ウンでも足が蹴りこみにくいような場所が

ところどころにあった。滑落した個所の少

し上は比較的雪が柔らかく、斜下降でも十

分に降りられるような状態であったが滑落

した付近から固い雪面が出てきていた。雪

面の下には木が埋まっており木の上では特

に雪が解け再凍結していたため滑りやすか

った。滑落地点の右側に木が出ていたため

硬かったと思われる。斜面は 30 度くらいの

傾斜でそれほど急であったということでも

なかった。 雪渓でクライムダウンを開始し

たとき小笠原は雪の硬さからキックステッ

プで降りることが怖いと感じており、小山

は種池山荘からすぐのトラバースで足を滑

らせていたため慎重に降りるように意識し

ていた。また滑落直前、小笠原が持病の腰の

痛みを訴えたため団装と一部の個装を松橋

が受け取った。滑落した斜面は５０メート

ルほど下まで木が出ていなかったためロー

プがなかった場合には５０メートルから１

００メートル以上落ちていた可能性もある

ような斜面であった 

 

 

 【現場での傷の対応】 

目に血が入ってきたことと、雪面に血が

ついていることからどこか怪我しているこ

とはわかったが動揺していたことでどこか

ら出血しているかは自分では特定できなか

った。山荘の方に額の上部が一㎝ほど切れ

ているから清潔なガーゼを当てろと指示を

いただきそれに従う。また、傷が小さくても

頭の場合血がたくさん出るだけだから大丈

夫だという声掛けをいただいた。意識もは

っきりしていたため、水分を補給しながら

ガーゼを当てていた。結果的に指摘してい

た箇所は垂れてきた血がたまっていただけ

であったため、直接的に傷に処置はしてい

ない。 

【医師の診察結果】 
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 後頭部を 1 ㎝ほど二針縫う怪我で全治一

週間。ＣＴ検査の結果脳内部に異常はなし。

怪我をしたのが 10：00 で処置時間が 19：30

であり時間がたってしまっていたため破傷

風の予防接種と一定期間の抗生物質の服用

を指示され、一週間後に抜糸を行った。現場

で指摘された額上部は、血が垂れてきてた

まっただけであった。 

 

【事故について】 

松橋華世 

 通過してきたところが柔らかかったこと

や下らなければいけないところが中盤に差

し掛かり今まで下れたから最後まで大丈夫

だろうと気を一瞬抜いてしまったことがこ

の事故の原因であった。気を抜かずに最後

まで慎重に行動していればこのような事故

は起こらなかったであろう。その他の原因

はルートファインディングミスである。下

降路は登った道とは異なる経路をたどった。

上部から確認できた夏道を見失いたくなく、

上部から確認した程度では差異がないよう

に見えたためこのような判断をしたが、一

回通過している経路をたどる選択をしたほ

うが状態も分かっており安全な選択であっ

ただろう。夏道を正確に見つける自信がな

かったためこのような判断をしてしまった。

また、雪上でしっかり立てる安全な足場を

作りながら歩くということができていなか

った。動揺していたとはいえ事故後正確な

行動時間を記録していなかったことも反省

点である。 

 今後私が改善していくべきことは第一に

歩行技術である。そして、ルートファインデ

ィングや危険箇所を察知し集中を持続させ

ることを身に着けることである。すべて山

に入り経験しなければ身につかない。今回

のことで今までは一年の連れていかれる立

場で指示に従っていれば何とかなっていた

ことが自分で判断しなければいけない技術

が誤魔化せない立場になることで自分の山

を歩く技術のなさが浮き彫りになった。本

当はこのような状況になる前に正しく自覚

し、上級生に相談していなければいけない

ことであったが、今回で気付けたのだから

今後の山行で身に着けていこうと思う。こ

の状況に対応していただくため、正しい判

断ができる上級生に必ずパーティにいるよ

うに山行を組んでもらえるようにしていた

だいた。 

怪我をして感じたことは、怪我をすると

動揺していて痛みもよくわからず特に自分

で見えないような頭の怪我を発見すること

は不可能であると感じた。今回は傷も浅く

手当てしなくてもすぐに出血が止まったが、

同じパーティの人は本人が大丈夫と言って

いても正しく出血位置を確認することと他

に怪我がないことを詳しく見ることも必要

であると思った。とにかく動揺して落ち着

こうとしてもまったく平然の状態になるこ

とは不可能なので、もしそのような立場に

なったら自分が動揺していることを自覚し、

パーティの人の指示に従うのが一番だとお

もった。 

 滑落し最悪の状況も想定できた中で幸運

と多くの人のおかげで無事でいることがで

きた。反省点を見直し今後の山行で改善し

ていくとともに落ちたからこそ本当にわか

る怖さや歩行技術の大切さを後輩にも伝え

ていき、このような事故が起こらないよう

に努めたい。 

本当に山荘の方、県警の方ありがとうござ
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いました。 

 

河村将人 

事故の反省  

・入山前の下調べ、持っていく装備に関し

ての認識の不足  

 参考計画を出す際にこの時期の山行予定

地の情報の入手量が絶対的に少なかった。

去年の記録など調べていたが実際に行って

みると雪の量が段違いに多かった。同じ時

期の記録だけではなくもう少し前の山行記

録なども確認しておくべきであった。入山

前には２～３か所程度だと考えていた雪渓

が倍以上あったことが下調べの不足を表し

ている。またこの時期は爺ヶ岳南尾根を下

降に使うこと推奨していた。だが計画書に

南尾根のことが書かれていなかったため使

用することができなかった。南尾根を使っ

た場合にはルートファインディングの能力

が必要になったり、登山道に復帰する際に

雪渓があったかもしれないなど不確定要素

も多く選択したかどうかわからないが計画

書には書いておくべきであった。装備に関

しても事前の下調べ不足からアイゼンをも

っていかないという選択をしてしまった。

山小屋の方や県警の方から注意されたがこ

の時期の山に入山する場合ピッケル、アイ

ゼン、ヘルメットは最低限使う使わないに

限らず持っていくべきであった。  

・キックステップの甘さ、実力不足  

 アイゼンをもっていかないという判断を

したのは雪渓がほとんど出てこないため

クライムダウンを慎重に行えば通過でき

るという考えの甘さもあった。たとえ雪

渓がほとんどなかったとしても、今回の

ように固まった斜面であった場合誰も滑

落しないとは言い切れない。新人合宿で

雪上歩行を習ったばかりである１年生は

もちろんのこと２年生もまだまだ雪上で

の歩行はできたとしてもアイゼンなしで

１年生の滑落を止めたり、凍った斜面を

歩くことはできない。このような状況で

アイゼンをもっていかないと判断したこ

とは実力の正しい認識ができていなっか

ったし、キックステップの技術が未熟で

あることの表れであると思う。  

・ルートファインディング能力の不足  

 今回滑落した雪渓では雪渓の左端が登山

道であったが、下降時には右端から下降

した。理由としては雪渓から夏道が出て

いる箇所が分かりにくいと判断したため

であるが、この結果木の多い個所に入っ

てしまい滑落することとなった。今回は

左端を登山道を目安をつけ探しながら下

降していれば事故を防げていたかもしれ

ない。  

・リーダーとしての役割を果たせなかった

こと   

 滑落事故が起こった時私は 1 番後方を歩

いていた。松橋の滑落も１年生の陰になっ

てい  て気づくのが遅れた。今回の場合小

屋の方がロープを張っていたため助かった

が、ロープがなかったら気づくのが遅れる

だけでどこまで滑ったかわからなくなって

いたかもしれない。今回は小屋の人の判断
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で遭難となり県警の方に来てもらうことに

なり、小屋の人の指示に従い道を作っても

らいながら下山した。リーダーとして小屋

の方や県警の方の説明を聞くことくらいし

かすることができなかった。リーダーとし

て事故が起こった時の対応をもっと細かい

ところまで考えておかなければならないと

痛感した。  

  

今後の改善策  

 今回の事故の１番の原因は実力不足であ

ったと思う。確かなキックステップの技術

があれば滑落する可能性は極めて低くなる

し今回の事故も起きなかったかもしれない。

新人合宿で雪上歩行を教える身でありなが

らしっかりと隊を率いて歩けなかったこと

はこの事故の原因として大きかった。一方

で歩行技術が足りないなら足りないなりに

持っていく装備についてもっとシビアに考

えたり、山行のルートや行く山域について

精査し、調べつくしたりするようなリーダ

ーとして当たり前にできなくてはいけない

ところへの意識が欠けていた。今回の山行

では技術の不足はもちろんのこと山に入る

ことに対する気構えが足りなかったことが

影響して事故が起こってしまった。今後は

技術を身に着けることはもちろんのこと、

その時にできるベストな選択をあらやる可

能性、考えの中から見つけ出して山行を出

す。１年生を不安にさせるような山行は二

度としない。  

 

 

 


